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委員

学
童
保
育
を
行
う
に
当
た
り
、
感

じ
る
こ
と
や
意
見
等
は
。

支援員

学
童
保
育
室
が
校
舎
の
３
階
で
ト

イ
レ
は
１
階
で
あ
る
た
め
、
小
学

１
年
生
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

支援員

学
童
保
育
室
の
隣
に
学
校
の
ト
イ

レ
が
あ
る
が
、
教
室
と
学
童
保
育

室
を
分
け
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
つ
い
た
。

放
課
後
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
る
と
校

舎
内
の
ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
り
外
に

あ
る
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
る
。

委員

一
度
、
現
場
を
確
認
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。

委員

昔
と
今
と
で
は
何
が
違
う
の
か
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

支援員

昔
は
、
保
護
者
の
方
と
ゆ
っ
く
り

と
向
き
合
う
時
間
が
あ
っ
て
、
密

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
は
、
子
ど
も
の
数
が
増

え
、
指
導
員
は
人
手
不
足
で
大
変
で
あ

る
。
地
域
の
集
会
所
や
児
童
館
な
ど
、

近
所
で
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い

と
思
う
。

支援員

今
は
、
保
護
者
か
ら
支
援
員
の
質

の
向
上
や
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
保
護
者
か
ら
ク
レ
ー
ム

等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
員
側
の
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
に
関
し
相
談
で
き
る
機
関

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
ま
た
、
集
団

生
活
が
苦
手
な
子
ど
も
も
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
子
ど
も
を
専
門
的
な
目
で

見
る
、
あ
る
い
は
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
へ
導
い
て
く
れ
る
専
門
的
な
方

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

委員

学
童
保
育
の
定
員
な

ど
に
関
わ
っ
て
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

支援員

枠
が
空
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
他
の
学
童

保
育
の
子
ど
も
が
入
る
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
全
く
学

校
が
違
う
の
で
浮
い
て
し

ま
う
。
そ
の
た
め
、
地
域

で
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
れ

ば
い
い
と
思
う
。

支援員

う
ち
は
小
学
校
の
児

童
数
が
少
な
い
の
で
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
て
い
る
が
、
学
校
と
も
う
少

し
連
携
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
。
ま
た
、

支
援
員
に
関
し
て
は
、
人
員
不
足
で
あ

り
、
高
齢
化
の
問
題
も
あ
る
。
若
い
人

が
支
援
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。

委員

学
童
保
育
に
申
し
込
ん
で
い
な
い

子
ど
も
も
遊
び
に
来
る
か
。

支援員

い
っ
ぱ
い
遊
び
に
来
て
く
れ
る
。

私
た
ち
も
地
域
と
し
て
見
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
区
別
な
く
面

倒
を
見
て
い
る
。

教
育
厚
生
委
員
会
で
は
、
学
童
保
育

支
援
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
等
を
受
け
、

２
月
２
日
（
木
）
に
大
野
小
学
校
と
中

野
上
小
学
校
の
学
童
保
育
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

学
童
保
育
支
援
員 
と 

教
育
厚
生
委
員
会（
令
和
５
年
１
月
18
日
）

学
童
保
育

テ
ー
マ

議
会
で
は
市
民
の
皆
様
の
多
様
な
ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
て

市
政
に
生
か
す
た
め
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
３
つ
の
委
員
会
で
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

大野小学校トイレの視察

学童保育の様子
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海
南
市
地
域
活
性
化
起
業
人
※ 

と 

　
　
　
　
　
　

建
設
経
済
委
員
会（
令
和
５
年
２
月
10
日
）

自
治
会
連
絡
協
議
会（
一
部
の
地
域
） 

と 
　
　
　
　
　
　

総
務
委
員
会（
令
和
５
年
１
月
24
日
）

海
南
市
の
地
域
資
源

テ
ー
マ

自
治
会
に
お
け
る
諸
課
題

テ
ー
マ

団体

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
自
治
会
を

運
営
し
て
く
れ
る
担
い
手
が
い
な

い
こ
と
が
一
番
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

委員

先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
自
治
会

の
取
り
組
み
や
、
や
り
方
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
曲
が
り
角
に
差
し
か

か
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
行
政
が

自
治
会
へ
関
与
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

と
考
え
る
。

団体

自
治
会
役
員
の
女
性
の
割
合
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。

委員

男
性
が
何
年
も
続
け
て
い
る
と
女

性
が
入
り
づ
ら
い
雰
囲
気
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
女
性
が
１
人
で
も
い

れ
ば
、
そ
の
方
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら

っ
て
、
若
い
方
に
も
来
て
い
た
だ
け
る

形
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
。

団体

コ
ロ
ナ
禍
で
会
社
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
っ
た
り
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
て
、
緊
急
時
に
通
信
機

能
を
活
用
し
て
連
絡
す
る
な
ど
、
そ
う

委員

道
の
駅
に
ど
の
よ
う
な
特
色
を
持

た
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。

起業人

野
菜
、
果
物
、
魚
、
フ
ル
ー
ツ
な

ど
、
海
南
市
に
は
た
く
さ
ん
の
資

源
が
あ
る
。
ど
こ
に
で
も
売
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な

い
も
の
、
こ
こ
で
作
ら
れ
た
も
の
で
差

別
化
を
図
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

委員

市
民
か
ら
は
「
海
南
市
に
は
何
も

な
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
が
、

市
外
か
ら
来
て
い
る
起
業
人
の
方
か
ら

見
て
、
海
南
市
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
で

あ
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

起業人

海
南
市
は
、
国
宝
を
は
じ
め
熊
野

古
道
、
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

ミ
カ
ン
が
あ
り
、
お
菓
子
発
祥
の
地
で

も
あ
る
な
ど
、
歴
史
の
あ
る
興
味
深
い

も
の
が
様
々
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ど
う
発

信
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
来
て
い
た
だ

い
た
方
に
ど
の
よ
う
に
情
報
を
提
供
で

き
る
か
が
一
つ
の
大
き
な
鍵
で
あ
る
。

い
う
体
制
が
で
き
た
ら
と
思
う
。

委員

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
情
報
を
共
有
す
る

の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
ず
、

連
合
自
治
会
に
参
加
す
る
役
員
さ
ん
か

ら
始
め
て
み
れ
ば
良
い
と
思
う
。

※
地
域
活
性
化
起
業
人
…
６
月
以
上

３
年
以
内
の
期
間
、
継
続
し
て
派

遣
元
企
業
か
ら
受
入
自
治
体
に

派
遣
さ
れ
、
地
方
圏
へ
の
ひ
と
の

流
れ
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事
す
る
。海南市役所　第４委員会室

海南市役所　第１委員会室
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令和５年度当初予算可決

ポストコロナ社会の豊かさを 実現し、
人口減少・少子高齢化問題 の最大の壁に立ち向かう

収　　　入 構成割合 支　　　出 構成割合

給料 139万円 27.8% 食費 91万円 18.2%

市税（市民税、固定資産税など） 人件費（職員の給与、議員・委員報酬など）

パート収入 43万円 8.6% 家族の医療費 90万円 18.0%

負担金、手数料、使用料など（保育料など） 扶助費（障害者・高齢者等への支援に必要なお金）

貯金の取り崩し 3万円 0.6% 光熱水費などの雑費 75万円 15.0%

繰入金（基金を取り崩したお金） 物件費、維持補修費（光熱水費、修繕費）

親からの仕送り 270万円 54.0% 自治会費 45万円 9.0%

地方交付税、地方譲与税など（国・県を通じて市に入るお金） 補助費など（団体などの活動支援に必要なお金）

銀行からの借り入れ 45万円 9.0% 子どもたちへの仕送り 59万円 11.8%

市債（公共施設をつくる資金の一部を借り入れるお金） 繰出金（法律などに基づいて他の会計に支出するお金）

借入金の返済 68万円 13.6%

公債費（市債の返済に必要なお金）

家の増改築費 65万円 13.0%

投資的経費（学校や道路などの整備に必要なお金）

積立金・その他 7万円 1.4%
投資・出資金、貸付金、将来に備え積み立てるお金（企業会計等へ
の出資金など）

          合　計 500万円           合　計 500万円

総額は464億3,465万5,000円 （前年度比0.4％減）

かいなん家の家計簿（収支計画） 〜一般会計を年収500万円の家庭に置き換えてみると〜

239億2,532万6,000円（前年度比2.9％減）一 般 会 計

令和5年海南市議会２月定例会は、２月22日から３月14日までの 21日間の会期で開かれました。
この議会には、市長から令和5年度当初予算をはじめ、条例改正や補正予算など43件の議案が提出

されました。また陳情１件を審議しました。

給
料（
市
税
）が
1.1
％
減
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
ね
。
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ポストコロナ社会の豊かさを 実現し、
人口減少・少子高齢化問題 の最大の壁に立ち向かう２月

定例会

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

消
防
庁
舎
等
整
備
事
業

適
正
配
置
推
進

事
業

道
の
駅「
海
南
サ
ク
ア
ス
」

秋
オ
ー
プ
ン
予
定

海
南
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
本
市
が
誇
る
様
々
な
地
域
資
源

を
市
外
・
県
外
へ
と
広
く
発
信
し
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
地
域
の
活
性
化

を
実
現
す
る
「
食
と
交
流
の
拠
点
」

を
目
指
し
ま
す
。

老
朽
化
が
著
し
い
海
南
消
防
署
東

出
張
所
を
、
地
震
や
風
水
害
の
発
生

時
に
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
移
転
す
る
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

結
婚
後
の
新
生
活
に
要
す
る
費
用
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結

婚
の
機
運
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
結
婚
を
機
と
し
た
転
出
の
抑
制
、

転
入
の
増
加
及
び
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、
下
津
第
一
中
学
校
と
下
津
第

二
中
学
校
を
統
合
し
、
よ
り
良
い
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、

令
和
５
年
度
を
も
っ
て
閉
校
す
る
海
南
下
津
高
等
学
校
の
敷
地
に
新

し
い
中
学
校
を
建
設
す
る
準
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
下
津
町
地
域
の
３
つ
の
幼
稚
園
を
統
合
す
る
準
備
と
し
て
、

通
園
バ
ス
の
購
入
、
統
合
園
と
な
る
下
津
幼
稚
園
駐
車
場
拡
幅
工
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

２
，６
３
０
万
円

１
億
４
，８
０
４
万
円

中
学
校
：
１
億
３
３
６
万
円

幼
稚
園
：
９
３
９
万
円

５
，５
１
７
万
円



6市議会だよりかいなん 73号

当
初
予
算

議
案

議
案
・
補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

意
見
交
換
会

災
害
時
に
備
え
、
生
命
及
び
生
活
の
維
持
に
最
低

限
必
要
な
物
資
を
備
蓄
し
ま
す
。

問

推
奨
す
る
使
用
期
限
（
３
年
）
が
過
ぎ
た
生
理

用
品
の
扱
い
は
。

答

メ
ー
カ
ー
の
見
解
で
は
使
用
期
限
を
経
過
し
て

も
直
ち
に
使
用
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
と
の

こ
と
な
の
で
、
ひ
と
り
親
世
帯
や
学
校
で
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
関
係
課
と
調
整
し
て
い
る
。

問

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
配
布
方
法
は
。
保
育
所
で

の
配
布
は
。

答

現
況
調
査
時
に
希
望
の
有
無
を
確
認
し
、
子
育

て
推
進
課
の
窓
口
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
あ
る
。

保
育
所
で
の
配
布
は
調
整
を
行
う
。

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

１
１
４
万
円

結
婚
を
望
む
方
に
対
す
る
結
婚
相
談
所
等
の
利
用

支
援
や
相
談
窓
口
の
設
置
等
、
結
婚
に
つ
な
が
る
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

問

決
算
審
査
に
係
る
意
見
書
で
広
報
の
強
化
と
い

う
こ
と
が
意
見
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
が
、
広

報
活
動
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
ツ
ヴ
ァ
イ
に

委
託
し
て
お
り
、
事
業
者
で
チ
ラ
シ
も
作
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
始
め
る
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
推
進
課
で
チ

ラ
シ
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
ず
は
株
式
会
社
ツ
ヴ
ァ

イ
で
事
業
の
広
報
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
相
乗
効
果

を
ね
ら
っ
て
い
き
た
い
。

備
蓄
物
資
整
備
事
業
３
１
４
万
円

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
検
討

を
行
い
、
さ
ら
な
る
交
付
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
令
和
３
年
度
決
算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

議
会
で
の
提
言
が

予
算
や
事
業
方
針
に

反
映
さ
れ
ま
し
た！

申
請
と
交
付
に
２
回
来
庁
す
る
必
要
が
な
い
よ

う
、
申
請
者
宛
て
に
カ
ー
ド
を
郵
送
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
。
ま
た
引
き
続
き
地
域
等
で
の
出

張
申
請
窓
口
の
運
営
等
を
行
う
。

３
，３
０
５
万
円

【
令
和
５
年
度
予
算
】

予
算
の
使
い
道
や
事
業
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
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市
民
が
健
康
な
身
体
づ
く
り
の
活
動
を
行
う
場
で

あ
る
東
部
運
動
場
等
を
安
全
で
快
適
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
必
要
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

問

東
部
運
動
場
内
で
交
換
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
ワ
ッ

ト
数
別
の
灯
数
は
。

答

東
部
運
動
場
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
管
理
棟
、
通
路
な
ど
に
電
灯
を
設
置
し

て
お
り
、
そ
の
内
、
１
０
０
０
ワ
ッ
ト
相
当
の
投
光

器
62
台
、
20
ワ
ッ
ト
か
ら
300
ワ
ッ
ト
相
当
の
照
明
器

具
35
台
、
50
ワ
ッ
ト
相
当
の
誘
虫
器
５
台
、
合
計
102

台
の
交
換
を
予
定
し
て
い
る
。

問

従
前
の
電
気
設
計
図
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

今
回
に
お
い
て
調
査
、
設
計
の
必
要
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
。

答

工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
建
築
班
と
協
議
し
、

建
築
士
で
対
応
可
能
な
も
の
は
建
築
班
で
設
計

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
従
前
の
設
計
図
は
あ
っ
た

が
、
更
新
す
る
照
明
器
具
等
が
既
存
の
電
源
設
備
の

ま
ま
で
も
対
応
可
能
か
、
電
源
設
備
も
含
め
て
更
新

が
必
要
か
な
ど
、
電
気
設
備
や
機
械
設
備
の
専
門
的

な
知
識
が
必
要
と
な
る
た
め
、
建
築
士
で
は
設
計
が

困
難
と
判
断
し
、
設
計
業
務
を
委
託
し
た
。

園
児
児
童
生
徒
に
お
け
る
心
身
の
健
全
な
発
達
や
、

食
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
適
切
な
判
断
力
を
養
う

た
め
に
、
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

食
材
費
高
騰
の
折
、
給
食
費
の
値
上
げ
は
な
い

の
か
。

答

学
校
給
食
の
栄
養
摂
取
基
準
は
も
と
よ
り
、
肉

類
な
ど
の
食
品
構
成
を
含
む
食
事
内
容
の
維
持

を
図
る
た
め
、
献
立
の
作
成
を
行
う
栄
養
士
と
連
絡

を
密
に
す
る
中
で
、
昨
年
６
月
よ
り
、
急
激
な
食
材

費
高
騰
に
対
し
て
補
填
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

給
食
費
の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

問

本
市
の
給
食
無
償
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法
第
11
条
の

規
定
に
よ
り
、
学
校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施

設
及
び
設
備
に
要
す
る
経
費
並
び
に
学
校
給
食
の
運

営
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、職
員
の
人
件
費
や
施
設・

設
備
の
修
繕
費
は
学
校
設
置
者
が
負
担
す
る
こ
と
、

そ
れ
以
外
の
経
費
に
つ
い
て
は
保
護
者
が
負
担
す
る

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
給
食
費
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
給
食
費
は
、
持
続
可

能
な
運
営
を
し
て
い
く
上
で
も
貴
重
な
財
源
と
な
っ

て
お
り
、
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

東
部
運
動
場
等
整
備
事
業

４
，２
６
８
万
円

学
校
給
食
事
業
３
億
２
，２
２
７
万
円

中
小
企
業
設
備
投
資
促
進
事
業

読
書
活
動
推
進
事
業

６
１
０
万
円

７
９
４
万
円

中
小
製
造
業
は
本
市
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ー
（
新
規

流
入
資
金
）
を
も
た
ら
す
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
を

重
ね
て
認
識
し
、
予
算
額
、
補
助
対
象
や
補
助
率
の
充

実
と
広
報
の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。（
令
和
３
年
度
決

算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

児
童
・
生
徒
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
文
部

科
学
省
が
策
定
し
た
第
６
次
「
学
校
図
書
館
図
書
整
備

等
５
か
年
計
画
」
に
基
づ
き
、
学
校
図
書
館
の
整
備
充

実
に
努
め
ら
れ
た
い
。（
令
和
３
年
度
決
算
審
査
に
係

る
意
見
書
）

生
産
性
向
上
に
資
す
る
効
果
的
な
設
備
投
資
へ

の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
製
造
業
者
の
経
営
基
盤

の
安
定
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
対

し
積
極
的
に
周
知
を
行
う
。

令
和
8
年
度
ま
で
に
学
校
図
書
標
準
の
達
成
を

目
指
す
と
と
も
に
計
画
的
な
図
書
の
廃
棄
・
更
新
、

新
聞
の
複
数
紙
配
備
及
び
学
校
司
書
の
配
備
拡
充

を
す
る
。
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会　計　名 令和5年度当初予算額 対前年度伸び率（％）
国民健康保険特別会計 56億2,033万4,000円 △ 4.7
後期高齢者医療特別会計 18億964万2,000円 0.9
介護保険特別会計 73億3,476万3,000円 △ 0.4
赤坂地区排水処理事業特別会計 1,913万4,000円 0.0
つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計 1,535万1,000円 △ 72.2
同和対策住宅資金貸付事業特別会計 66万7,000円 △ 0.1
港湾施設事業特別会計 2,625万5,000円 107.4

特別会計とは、ある特定の目的のために実施する事業について、収支を明確にするため一般
会計とは別に経理する会計です。本市には下表のとおり7つの特別会計があります。

特 別 会 計 148億2,614万6,000円

後期高齢者医療特別会計
被保険者の保険料は、均等割額、所得割率と

もに据え置きとなりますが、団塊の世代の方々
が後期高齢者医療制度に移行し、被保険者が増
加するため、保険料にかかる歳入予算額は前年
度より増加となる見込みです。

こんな質問がありました
問：去年の 10 月から２割負担の被保険者も出

てきたが、２割負担となった被保険者は何
人ぐらいであったか。

答：２割負担となった被保険者数については、
去年の保険証発送時で1,566 人であった。

問：負担が増えたことに対する苦情等は届いて
いないか。

答：10月から２割負担となったことにより窓口、
電話等で相談等があった。その際には、詳
しく説明させていただき、納得していただ
いている状況である。

介護保険特別会計
後期高齢者が増加する中、令和３年度から令

和５年度までの３年間のサービス需要を見込ん
だ第８期介護保険事業計画に基づき、一般介護
予防事業や生活支援体制整備事業等に重点的
に取り組みます。

こんな質問がありました
問：生活支援体制整備事業について、庁内他課

の事業と連携して取り組めないか。　　　

答：当課が実施する一般介護予防事業のサーク
ル活動や各種教室の参加者に声をかけると
ともに、社会福祉協議会が実施する福祉教
育やサロン活動、生涯学習課が実施する公
民館活動と連携し、地域の新たなキーパー
ソンを発掘し、生活支援体制整備事業を推
進していきたい。

○介護保険特別会計 議案第22号
自己負担が２割３割の方の割合はすでに65
歳以上の所得水準の上位20%にもなり、さ

らに拡大、負担年齢も引き下げようとしている。負担が重
くなり、サービスを引き下げることには反対する。	

（溝口　恵敬）

○後期高齢者医療特別会計 議案第21号
負担増ばかりを押し付けるこの制度は
すでに破綻状態にあり、このままでは老

後の暮らしの設計も壊されてしまう。
（溝口　恵敬）

反対 反対
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病院事業会計
海南、海草地域における急性期病院として、

高次病院や地域医療機関との連携をさらに深め、
与えられた病院機能を果たしていきます。
また、地域の中核病院として、今後も引き続
き、良質な医療を安定的に提供できるよう人材
の確保や育成を進めていきます。

こんな質問がありました
問：歳入の中で、市からの繰入金は何％を占め

るか。また同規模の自治体病院の平均は。

答：令和５年度予算において市からの繰入金は
歳入の内 10.9％である。また、全国の同
規模病院では、令和２年度の数値が最新と
なるが、15.5％程度である。

問：室料差額はトラブルのもとにもなる。今後
も患者側に立って説明すべきではないか。

答：入院前に院内ルール等と併せて説明してい
るが、ご納得して入院していただけるよう、
心がけていきたい。入院時は様々な心配事
を聞き取るようなサポート体制も整えてお
り、利用者の満足度を上げていきたい。

水道事業会計
給水収益が減少を続ける中、さらなる経費の
節減に努めるとともに、安全で安定した水道水
を供給するため、計画的かつ効率的に施設の
更新整備に取り組みます。

こんな質問がありました
問：室山浄水場の土地購入について、面積と完

成時期は。また断水期間は発生するのか。

答：約 4,000 平米を予定しており、完成時期
は令和 15年度を予定している。工事の際、
断水は予定していない。

問：つつじヶ丘の水道と小野田の水道が統合し
なければならない理由は。

答：且来配水区域内において、給水人口の増
加により最大使用時には且来配水池の水位
が急激に低下するため、且来配水池水系か
ら小野田配水区域を切り離して配水池の容
量に余裕があるつつじヶ丘配水区域に編入
する。配水管口径 150ミリ延長約 900ｍ
を布設する。

企業会計とは、事業収益を基本に一部の経費を除いて独立採算で経理する会計です。

企 業 会 計 76億8,318万3,000円

会　計　名 令和5年度当初予算額 対前年度伸び率（％）

水道事業
会計

収益的支出 10億2,550万6,000円 1.3

資本的支出 20億292万円 45.3

病院事業
会計

収益的支出 42億2,401万4,000円 2.8

資本的支出 4億3,074万3,000円 40.5

※収益的支出…公営
企業の一企業年度の
経営活動に伴い発生
した全ての支出

※資本的支出…公営
企業の将来の経営活
動に備えて行う支出

（建設改良費など）

○一般会計 議案第19号
予算の中には前向きな取り組みが
多々あるが、職員の定数、地方税回

収機構の存続、マイナンバー制度、自衛隊への
情報提供など重要な問題を多く含んでいるので
総合的に判断して反対とする。	 （溝口　恵敬）

○国民健康保険特別会計
　議案第20号

市民の負担を少なくするの
が当然であり、高すぎる国

民健康保険税の負担を増やしていくこと
は認めることができない。	（溝口　恵敬）

討
論

予
算
に
関
す
る

反対
反対
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いじめ問題調査委員会を設置
議案第３号　海南市いじめ問題調査委員会条例

問：今回設置する第三者委員会はどういった委員会か。

答：いじめ防止対策推進法第 28条第 1項の規定に基づき、い
じめ事案の事実関係を明確にする調査を行うものである。委
員については、当該いじめ事案に直接の人間関係や利害関
係を有しない方で職能団体や大学などの推薦等により選出し
た委員５名以内で行うものとしている。

問：第三者委員会の設置に至るまでの経緯は。

答：本市小学校児童の保護者から、子どもが１年生の頃にいじめ
を受けているとの訴えがあり、学校や教育委員会では、当
初の訴えをはじめ、２年生以降も保護者からいじめの訴えが
あるたびに公平・中立的な見地をもって、事実確認の調査を
行うとともに、保護者には、訴えの事実を確認できなかった
旨を説明したが納得していただけなかった。

　	 　そうした中、今般、このいじめ事案の報道があり、市民の
方にもご心配をおかけすることになったので、これ以上市民
の方を混乱させないため、改めて、当該いじめ事案に直接
利害関係等を持たず、かつ公平性・中立性が確保された組
織で、客観的な立場から事実関係を明確にすることを目的に
第三者委員会を設置する。

こんな質問がありました
いじめ問題に係る事実関係を明確にする調査を行うため、いじめ問題調査委員会を設置する。

職員の定年を 65歳まで段階的に引き上げる。

問：委員会の今後のスケジュールは。

答：４月から委員の選出作業を行い、
その後、委員の方と日程調整
し、できるだけ早く会議を開催
し、進捗状況にもよるが、遅く
とも令和６年２月までには会議
を終了したい。

問：委員会設置の約 1,000 万円の
予算の根拠は。

答：予算額については、委員報酬
は12回の会議の５人分として
120 万円、調査分として772
万円で合計 892万円、費用弁
償 29 万 8,000 円、通信運搬
費、会場借上料等 47万 1,000
円、以上で事業費合計 968万
9,000 円を予定している。

職員の定年を65歳に
議案第４号　海南市職員の定年の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例

問：定年延長後の給料は。

答：60歳時の給料月額の７割となる。時間外勤務手当や期末勤勉手
当も７割になった給料月額をもとに算定するので７割水準となる。

問：定年延長と再任用制度の違いは。

答：定年延長は60歳を超えて勤務を継続する。再任用は、一度 60
歳で退職した上で改めて任用される。

こんな質問がありました
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児童館等の廃止
議案第９号　海南市児童館及び児童会館条例の一部を改正する条例

問：巽児童館、亀の川児童会館、井田児童会館、別院
児童会館の利用状況、築年数は。

答：巽児童館については、巽出張所のみの活用となって
おり、昭和 48年建築である。

	 　亀の川児童会館については、平成 28年度から利
用実績はなく、昭和 51年建築である。

	 　井田児童会館は、新型コロナウイルスの影響があ
るが、ここ数年は年十数回から三十数回の自治会会
議等での利用があり、昭和 52年建築である。

	 　別院児童会館については、こちらも新型コロナウ
イルスの影響があるが、年 30回から50回程度の
利用実績があり、昭和 54年建築である。

こんな質問がありました
巽児童館、亀の川児童会館、井田児童会館、別院児童会館を廃止する。

問：集会所として、使用しているところもあ
るが、集会所に取り扱いが変わると住
民負担が増えるのか。

答：今後の取り扱い等についても、地元と
の話合いによって、納得していただい
た上で決定していくので、それらも含
め、検討していく。

問：ワクチンの廃棄の状況は。

答：現状の予防接種で使用しているのは、
ファイザー社の２価ワクチンであり、１
本で６回接種することができる。接種
のピーク時は予約が埋まるが、現状で
は予約が埋まらない状況となっている。
接種希望者に接種していただくことが大
事であることから、予約が埋まらなくて
も接種を実施していただいているので、
予約で６回埋まらないものに関しては廃
棄している。

こんな質問がありました

議案第４３号　令和５年度海南市一般会計補正予算（第１号）

問：有効期限が切れたワクチンの状況は。

答：現在、有効期限が切れているものは、モデル
ナ社のワクチンで3,405 回分である。

	 　ファイザー社の従来型ワクチンについては、
有効期限が本年６月30日であり、546 回分
残っている。

	 　オミクロン株対応のファイザー社の２価ワ
クチンについては、今年の秋で切れるものと、
令和６年２月末に切れるものがあり、現在、Ｂ
Ａ.１を 1 万 785 回分、ＢＡ.４・５を3,294
回分保管している。

新型コロナウイルスワクチン接種について、令和５年度の秋頃にすべての市民に対しワクチ
ン接種を行うとともに、重症化リスクの高い方や、その方々に頻繁に接触する方には秋冬まで
に追加接種を行います。

2億3,063万円引き続きワクチン接種を
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2月定例会

議案番号 議　　案 結果
議案第 1号 和歌山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町消防通信指令事務協議会規約の変更 ◎
議案第 2号 海南市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例 〇
議案第 3号 海南市いじめ問題調査委員会条例 〇
議案第 4号 海南市職員の定年の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例 ◎
議案第 5号 海南市職員の高齢者部分休業に関する条例 ◎
議案第 6号 海南市督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例 ◎
議案第 7号 海南市行政局等設置条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 8号 海南市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 9号 海南市児童館及び児童会館条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 10号 海南市さくら園条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 11号 海南市下津斎場条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 12号 海南市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 13号 海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 14号 海南市営住宅条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 15号 令和４年度海南市一般会計補正予算（第８号） ◎
議案第 16号 令和４年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◎
議案第 17号 令和４年度海南市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎
議案第 18号 令和４年度海南市病院事業会計補正予算（第１号） ◎
議案第 19号 令和５年度海南市一般会計予算 〇
議案第 20号 令和５年度海南市国民健康保険特別会計予算 〇
議案第 21号 令和５年度海南市後期高齢者医療特別会計予算 〇
議案第 22号 令和５年度海南市介護保険特別会計予算 〇
議案第 23号 令和５年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計予算 ◎
議案第 24号 令和５年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計予算 ◎
議案第 25号 令和５年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計予算 ◎
議案第 26号 令和５年度海南市港湾施設事業特別会計予算 ◎
議案第 27号 令和５年度海南市水道事業会計予算 ◎
議案第 28号 令和５年度海南市病院事業会計予算 ◎
議案第 29号 新たに生じた土地の確認 ◎
議案第 30号 字の区域の変更 ◎
議案第 31号 市道路線の認定 ◎
議案第 32号 市道路線の認定 ◎
議案第 33号 海南市辺地総合整備計画の変更 ◎
議案第 34号 海南市教育委員会教育長任命の同意 ◎
議案第 35号 海南市教育委員会委員任命の同意 ◎
議案第 36号 海南市公平委員会委員選任の同意 ◎

議案第 37～42号 海南市固定資産評価審査委員会委員選任の同意 ◎
議案第 43号 令和５年度海南市一般会計補正予算（第１号） ◎
陳情第 3号 海南市いじめ問題調査委員会についての陳情書 ×

議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で可決・承認・同意　〇…賛成多数で可決　×…不採択

議案第１号  消防通信指令事務協議会に有田市が加入するもの　 議案第２号  情報通信技術を利用する方法により行政手続等を行うことについて必
要となる事項を定めるもの　 議案第３号  関連記事10ページ　 議案第4号  関連記事10ページ　 議案第５号  高齢期の職員の多様な働き方への環境
整備として高齢者部分休業を導入するもの　 議案第６号  市税等の督促手数料を廃止するもの　 議案第７号  巽出張所を廃止するもの　 議案第８号  
子ども・子育て支援法の改正に伴い所要の規定の整備を行うもの　 議案第９号  関連記事11ページ　 議案第10号  児童福祉法の改正に伴い所要
の規定の整備を行うもの　 議案第11号  使用料の「市内」区分の対象者を拡充するもの　 議案第12号  健康保険法施行令の改正に伴い出産育児
一時金を引き上げるもの　 議案第13号  国民健康保険税の課税額の見直しを行うもの　 議案第14号  市営亀川住宅を廃止するとともに市営住宅の
位置等を改めるもの　 議案第15号  総額２億9,172万2千円の増額　 議案第16号  総額１億6,714万の増額　 議案第17号  総額7,363万１千円
の増額　 議案第18号  新型コロナウイルス感染症に係る病床確保事業分等に関する県補助金等及び電気使用料の高騰に伴う光熱水費の増額　
議案第19～28号  関連記事４～９ページ　 議案第29号  新たに生じた土地の確認について議会の議決を求めるもの　 議案第30号  字の区域の変
更について議会の議決を求めるもの　 議案第31、32号  溝ノ口９、10号線、且来41、42号線　 議案第33号  辺地における公共的施設の整備に対す
る財政上の特別措置に関するもの　 議案第34～42号  関連記事13ページ　 議案第43号  関連記事11ページ　 陳情第３号  関連記事13ページ
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陳情第３号	 いじめ問題調査委員会について、文科省の「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」に基づ
く内容とすること等を求める陳情書が提出されましたが、審議の結果、不採択となりました。

陳情書に記載の事項は、条例で規定すべき内容ではない
ことから、採択すべきでないと考える。	 （榊󠄀原　徳昭）

この陳情は、調査委員会設置後、調査委員会に対して提
案する形が一番よいと思うが、大事なことであるので議案

第３号とともにあえて賛成する。	 （栗本　量生）

○本陳情がいじめの重大事態の調査に関するガイドライ
ンの遵守を求める趣旨であること。

○４年以上にわたり第三者委員会を設置しなかったこと。
○海南市いじめ問題調査委員会は非公開ではなく、最大限の傍聴、情
報提供を認めるべきであること。以上の理由で賛成する。	（宮本　憲治）

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

会派・議員名

 議案番号

公明党
日本共産党	
海南市議会
議員団

無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ
結
　
　
果

中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

岡
　  

義
明

溝
口  

恵
敬

古
田  

充
司

熊
野  

愛
子

栗
本  

量
生

田
村  

秀
明

宮
本  

憲
治

寺
脇  

寛
治

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  
博
美

橋
爪  
大
輔

川
口  

政
夫

東
方  

貴
子

議案第２号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第３号 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第19号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第20号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第21号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第22号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳情第３号 議長 × × × × × ○ × ○ × × × × × × × × × 不採択

■賛否の分かれた議案 ○…賛成　×…反対

〇陳情第３号
国のガイドラインの内容は条例の中に書
き込むものではなく、委員会設置及び運

営等の指針として位置付けるべきものである。陳情内
容の一部にはガイドラインの内容を超えた記述が含まれ
ており慎重な取り扱いが必要である。	 （溝口　恵敬）

〇議案第３号
国のガイドラインには
保護者の要請に沿っ

て経過報告に前向きに取り組むなど
様々な条項が定められており、その動
向をしっかりと見守っていかねばならな
い。	 （溝口　恵敬）

○いじめを受けた児童
の保護者が条例の問

題点を陳情により指摘し現条例案に
反対であること。
○委員会を公開しないとする点が問
題であり、非公開の範囲は第三者委
員会にゆだねるべきであると考えること。
○被害者家族が求めるいじめの重
大事態の調査に関するガイドライン
の遵守が条文中に盛り込まれていな
いこと。以上の理由で反対する。

（宮本　憲治）

反対 反対

反対

賛成

賛成

賛成

海南市教育委員会教育長に任命された方 西原　孝幸 氏

海南市公平委員会委員に選任された方 辻内　庸子 氏

海南市教育委員会委員に任命された方 熊代　秀至 氏

海南市固定資産評価審査委員会委員に
選任された方

平木　孝代 氏　　中尾　彰 氏　　日野　敏行 氏
小谷　正弘 氏　　田中　康雄 氏　 奈良岡　鉄也 氏

討
論
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※ ◎の質問の概要を掲載しています。

一 般 質 問

5　溝口　恵敬　（17ページ）
　・下津第一中学校・下津第二中学校

の統合について
　◎保育所等の送迎の安全性について
　・自然災害対策について	

6　田村　秀明　（17ページ）
　◎南海トラフ巨大地震とそれに誘発

される津波による被害想定と復旧
体制について

7　橋爪　大輔　（18ページ）
　◎お菓子を活用したまちづくりにつ

いて

1　東方　貴子　（15ページ）
　・ワクチン助成について
　◎スクールバスの安全確認について
　・ゼロカーボンシティの取組につい

て

2　森下　貴史　（15ページ）
　・発達性読み書き障害について
　・マスク着用の緩和による学校の対

応について
　◎防犯対策について

3　岡　義明　（16ページ）
　◎南野上、北野上、中野上小学校の

統合計画について

4　池原　弘貴　（16ページ）
　・亀池公園の活用方法について
　◎海南駅周辺の活性化について

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
２月定例会では、７人の議員が一般質問を行いました。

人
が
市
政
を
問
う

7

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

人
が
市
政
を
問
う

7

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!
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●防犯診断と合わせて検討する

げ
て
は
ど
う
か
。

答

犯
罪
の
未
然
防
止
に

効
果
的
と
思
わ
れ
る

取
り
組
み
に
対
し
、
補
助

制
度
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
防
犯
診
断

の
結
果
、
設
備
の
脆
弱
性

等
が
確
認
さ
れ
た
際
は
、

速
や
か
に
改
修
等
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
費
用
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て
も
、
併
せ
て
考
慮

す
べ
き
事
項
で
あ
る
。
補

助
制
度
導
入
に
つ
い
て
も
、

先
進
地
等
に
お
け
る
有
用

性
等
の
把
握
に
努
め
る
中

で
、
今
後
、
検
討
し
て
い

く
。

問

住
宅
等
に
対
す
る
無

料
の
防
犯
診
断
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

が
、
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答

知
識
・
経
験
を
有
す

職
員
等
が
実
際
に
住

宅
を
訪
問
し
て
、
防
犯
設

備
の
状
況
な
ど
問
題
点
を

診
断
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
と
い
っ
た
形
で
防
犯

診
断
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
。
今
後
に
お

け
る
取
り
組
み
の
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

防
犯
診
断
に
よ
っ
て
、

課
題
が
あ
る
箇
所
が

分
か
っ
た
と
し
て
も
、
改

修
等
に
よ
り
改
善
し
な
い

限
り
、
不
安
を
払
拭
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
防
犯

ガ
ラ
ス
へ
の
交
換
や
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け

な
ど
、
犯
罪
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
効
果
的
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
対
し
て
、
市

か
ら
補
助
金
を
交
付
し
、

さ
ら
な
る
「
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な

森下  貴史

防犯対策への補助制度の導入を

録画映像

録画映像

東方  貴子

問

通
園
バ
ス
等
の
利
用

状
況
と
、
安
全
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答

み
ら
い
・
き
ら
ら
両

子
ど
も
園
で
は
各
通

園
バ
ス
に
運
転
手
と
担
当

保
育
士
の
２
名
が
乗
車
し
、

園
に
到
着
後
、
園
児
と
名

簿
を
確
認
し
各
担
任
に
引

き
渡
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

保
育
士
は
バ
ス
に
戻
り
、

消
毒
作
業
、
確
認
を
行
い

運
転
手
も
確
認
す
る
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
小
学
校
に
お
い

て
は
、
加
茂
第
二
・
仁
義

地
区
と
塩
津
地
区
は
バ
ス
、

大
崎
地
区
・
冷
水
地
区
は

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い

る
。
出
発
時
に
見
守
り
隊

の
協
力
の
も
と
、
乗
車
人

数
を
確
認
し
運
行
。
到
着

時
、
校
長
と
運
転
手
が
人

数
と
車
内
確
認
を
再
度
行

っ
て
い
る
。
下
校
時
は
教

職
員
が
運
転
手
に
引
き
継

ぎ
運
転
手
が
降
車
す
る
人

数
を
数
え
車
内
確
認
、
消

毒
作
業
の
後
、
再
度
車
内

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

問

運
転
手
の
健
康
診
断

と
、
当
日
の
体
調
チ

ェッ
ク
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答

バ
ス
会
社
が
定
期
的

に
健
康
診
断
を
行
っ

て
お
り
、
毎
日
体
調
チ
ェ

ッ
ク
と
運
転
前
後
に
は
ア

ル
コ
ー
ル
検
知
器
で
の
検

査
を
行
っ
て
い
る
。

問

今
後
の
追
加
の
置
き

去
り
防
止
対
策
は
。

ま
た
、
訓
練
等
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

答

通
園
バ
ス
で
は
、
降

車
時
確
認
式
（
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
す
る
と
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
、
車
両
最

後
部
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と

止
ま
る
仕
組
み
。）
と
自

動
検
知
式
（
マ
ッ
ト
を
踏

む
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴

る
仕
組
み
。）
の
併
用
型

を
3
月
末
ま
で
に
装
着
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

訓
練
に
つ
い
て
は
学
校
と

バ
ス
会
社
で
計
画
し
て
い

る
。

●ダブルチェック体制で運行

置き去り防止の取り組みは
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当
初
予
算

議
案

議
案
・
補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

意
見
交
換
会

●合意判断は市教委の協議で決める

●観光協会や商店街等と連携し活性化

を
セ
ッ
ト
で
進
め
る
の
は

現
実
的
で
は
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

答

今
回
の
統
合
計
画
は

３
校
で
進
め
て
い
く

と
い
う
方
針
で
あ
り
、
校

舎
の
改
修
工
事
と
３
校
統

合
と
い
う
形
を
一
緒
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

合
意
形
成
が
な
い
と

懇
話
会
に
は
進
め
な

い
。
合
意
形
成
を
ど
う
と

る
の
か
。

答

保
護
者
等
か
ら
一
定

の
ご
理
解
や
納
得
を

い
た
だ
け
た
と
い
う
判
断

は
、
市
教
委
で
協
議
し
て

決
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

問
「
学
校
規
模
適
正
化

基
本
方
針
」
で
は
、

北
野
上
小
の
状
況
は
、
統

合
推
進
優
先
度
の
三
段
階

の
「
中
」
で
あ
る
。
南
野

上
小
は
「
高
」
で
あ
り
、

３
校
同
時
統
合
に
矛
盾
が

あ
る
が
ど
う
か
。

答

何
度
も
統
合
す
る
よ

り
も
、
こ
の
統
合
の

場
で
協
議
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
３
校
を
合
わ
せ
た
。

問

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は

令
和
５
年
度
に
学
校

統
合
懇
話
会
設
置
と
な
っ

て
い
る
が
、
保
護
者
等
か

ら
合
意
形
成
が
得
ら
れ
な

い
場
合
、
学
校
統
合
懇
話

会
は
先
送
り
と
す
る
の
か
。

答

合
意
を
得
て
か
ら
組

織
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問

合
意
を
得
て
か
ら
と

い
う
と
、
統
合
計
画

が
白
紙
に
戻
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
中
野
上
小
の

校
舎
の
改
修
工
事
（
長
寿

命
化
）
は
待
っ
た
な
し
で

あ
り
、
統
合
と
改
修
工
事

シ
ー
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

な
ど
を
利
用
し
て
い
る
。

問

バ
ス
は
利
便
性
が
悪

く
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

で
は
近
距
離
の
移
動
に
な

り
限
界
が
あ
る
の
で
、
気

軽
に
借
り
ら
れ
る
レ
ン
タ

ル
バ
イ
ク
な
ど
が
駅
前
に

あ
れ
ば
、
利
用
者
の
利
便

性
も
高
ま
る
。
物
産
観
光

セ
ン
タ
ー
等
で
の
導
入
は

考
え
て
い
る
か
。

答

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
等

他
の
公
共
交
通
機
関

へ
の
経
営
の
影
響
も
あ
る

の
で
、
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク

に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
が
行
う
の
が
適
切
と
考

え
て
い
る
。

問

海
南
市
の
玄
関
口
で

も
あ
る
海
南
駅
周
辺

の
商
店
街
な
ど
の
現
状
は
。

答

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
来
店
者
数
が
減

少
し
駅
前
周
辺
の
事
業
者

の
経
営
状
況
は
厳
し
い
が
、

ノ
ビ
ノ
ス
オ
ー
プ
ン
以
降

海
南
駅
か
ら
の
人
の
流
れ

が
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。

問

駅
前
広
場
の
活
用
状

況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答

Ａ
・
Ｇ
Ａ
・
Ｒ
Ａ
マ

ル
シ
ェ
や
お
菓
子
ま

つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
で
の
利

用
が
年
数
回
あ
る
。
観
光

協
会
や
来
年
夏
頃
駅
前
に

開
業
予
定
の
ホ
テ
ル
と
も

連
携
し
、
賑
わ
い
を
創
出

し
て
い
き
た
い
。

問

観
光
で
の
本
市
へ
の

移
動
手
段
は
自
家
用

車
が
大
半
だ
と
思
う
が
、

電
車
で
訪
れ
た
場
合
の
市

内
の
移
動
手
段
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

答

民
間
バ
ス
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
タ
ク

北野上小学校

岡　  義明

池原  弘貴

保護者等との合意形成をどうとるか

駅前の賑わいを創出する取り組みは

録画映像

録画映像
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当
初
予
算

議
案

議
案
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補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

意
見
交
換
会

●降ろし忘れや忘れ物を毎回確認している

●家屋の約38.5％が全壊、緊急輸送道路の啓開は72時間
を要する

答

乗
車
す
る
際
、
連
絡

な
く
遅
刻
や
欠
席
す

る
児
童
が
い
た
場
合
、
運

転
手
が
直
接
、
保
護
者
や

学
校
に
電
話
し
て
確
認
す

る
。
加
茂
川
小
学
校
に
到

着
し
た
バ
ス
が
旧
加
茂
第

二
小
学
校
へ
出
発
す
る
ま

で
の
時
間
は
約
１
分
か
ら

２
分
と
短
い
が
、
校
長
と

運
転
手
が
児
童
の
人
数
と

車
中
の
確
認
作
業
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
年
長

の
児
童
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、
み
ん
な
で
学
校
の
敷

地
内
へ
移
動
す
る
。

問

園
児
・
児
童
の
送
迎

の
際
、
同
じ
バ
ス
ま

た
は
同
じ
運
転
手
が
複
数

回
に
分
け
て
送
迎
す
る
こ

と
は
な
い
か
。

答

加
茂
川
小
学
校
で
は
、

登
校
時
、
旧
仁
義
小

学
校
を
出
発
し
た
バ
ス
は
、

加
茂
川
小
学
校
に
到
着
し

て
児
童
を
降
ろ
し
た
後
、

旧
加
茂
第
二
小
学
校
に
行

き
、
ふ
た
た
び
加
茂
川
小

学
校
に
到
着
す
る
行
程
で

あ
る
。

問

朝
の
せ
わ
し
な
い
時

に
、
乗
っ
た
か
ど
う

か
、
降
り
た
か
ど
う
か
、

ま
た
、
車
の
周
囲
の
安
全

な
ど
を
慌
し
く
確
認
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
心

配
さ
れ
る
。
旧
仁
義
小
学

校
か
ら
加
茂
川
小
学
校
に

到
着
し
た
バ
ス
が
旧
加
茂

第
二
小
学
校
へ
出
発
す
る

ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
時

間
が
あ
る
か
。
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
て
い
る
か
。

問

道
路
の
啓
開
作
業
と

水
道
の
復
旧
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答

道
路
啓
開
は
、
国
、

県
、
市
及
び
関
係
業

団
体
で
構
成
す
る
和
歌
山

県
道
路
啓
開
協
議
会
の
海

南
部
会
が
緊
急
輸
送
道
路

を
72
時
間
で
通
行
可
能
と

す
る
計
画
で
あ
る
。
水
道

に
関
し
て
は
市
内
の
応
援

協
定
締
結
の
事
業
者
と
日

本
水
道
協
会
を
介
し
て
全

国
の
他
市
町
の
水
道
事
業

体
に
応
援
要
請
し
、
応
急

復
旧
を
実
施
す
る
。
基
幹

管
路
を
最
優
先
と
し
、
次

い
で
幹
線
管
路
及
び
医
療

機
関
、
避
難
所
等
の
重
要

施
設
に
通
じ
る
管
路
に
つ

い
て
は
１
週
間
で
の
復
旧

を
目
標
と
し
て
い
る
。

問

一
般
住
宅
と
イ
ン
フ

ラ
へ
の
被
害
想
定
は

ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
避

難
所
の
状
況
や
備
蓄
物
資

と
そ
の
追
加
供
給
、
及
び

避
難
所
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
ト
イ
レ
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

答

市
内
の
総
棟
数
３
０
，

４
０
０
棟
の
内
、
地

震
に
よ
り
全
壊
１
１
，
７

０
０
棟
、
半
壊
５
，
５
０

０
棟
と
な
る
。
津
波
に
よ

る
浸
水
は
市
内
の
6.6
％
で
、

液
状
化
も
発
生
す
る
。
１

日
目
は
停
電
率
、
断
水
率

と
も
に
100
％
、
都
市
ガ
ス

も
す
べ
て
停
止
す
る
。
津

波
浸
水
想
定
区
域
外
の
避

難
所
30
カ
所
等
へ
の
避
難

者
数
は
１
７
，
２
０
０
人

で
水
、
食
料
、
ト
イ
レ
袋

等
１
日
分
を
備
蓄
し
て
い

る
。
道
路
の
復
旧
状
況
に

応
じ
て
県
や
国
の
ほ
か
災

害
時
応
援
協
定
締
結
企
業

か
ら
の
物
資
提
供
を
受
け

る
。

溝口  恵敬

田村  秀明

複数回送迎する場合の安全性の
確保について

マグニチュード9.1の南海トラフ
大地震の被害想定と復旧体制は

録画映像

録画映像
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当
初
予
算

議
案

議
案
・
補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

意
見
交
換
会

録画映像 橋爪  大輔
●商品価値の向上、販路拡大を図る

海南名物のお菓子を作り、
広めるよう取り組むべきではないか

問

み
か
ん
・
お
菓
子
発

祥
の
地
と
し
て
海
南

名
物
の
お
菓
子
を
生
み
出

す
た
め
、
市
内
の
果
物
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う

か
。
受
賞
作
品
の
商
品
化
、

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
出
品

な
ど
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
め
ば
、

広
く
知
ら
れ
る
名
産
品
に

な
る
の
で
は
。

答

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

は
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
の

手
法
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。

商
品
化
に
つ
い
て
は
、
加

工
の
た
め
の
設
備
投
資
の

リ
ス
ク
、
市
が
関
わ
る
べ

き
範
囲
の
整
理
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
検
討
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
。
本
年
秋

の
開
駅
を
目
指
す
道
の
駅

に
お
い
て
は
、
本
市
の
果

物
を
加
工
し
た
商
品
開
発

や
、
地
域
活
性
化
起
業
人

が
加
工
品
開
発
へ
の
支
援

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
商

工
会
議
所
や
観
光
協
会
と

も
連
携
し
商
品
価
値
の
向

上
に
取
り
組
み
た
い
。

問

海
南
名
物
が
広
く
知

れ
渡
る
販
路
拡
大
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答

ふ
る
さ
と
海
南
応
援

寄
附
金
の
返
礼
品
と

し
て
市
内
の
産
品
を
送
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
の
取

り
組
み
の
他
に
商
工
会
議

所
で
は
市
内
の
優
れ
た
産

品
を
認
証
し
Ｐ
Ｒ
す
る
海

南
こ
だ
わ
り
ブ
ラ
ン
ド
創

出
事
業
や
、
海
南
特
産
家

庭
用
品
協
同
組
合
が
取
り

組
む
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

商
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
様
々

な
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

消
費
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

様
々
な
手
法
を
組
み
合
わ

せ
、
効
果
的
な
情
報
発
信

を
通
じ
て
販
路
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
く
。

ホームページでは、市議会の日程や議案など
の情報を掲載しています。また、会議録を閲覧
いただけるほか、本会議の生中継や委員会の録
画映像の配信（約10日後から）も行っています
ので、ぜひご利用ください。

市議会の定例会は年４回開催され、次回の６
月定例会は６月８日（木）に開会する予定です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密着した
さまざまな問題が審議されています。市政を知
る機会にもなりますので、ぜひ気軽に傍聴にお
越しください。

なお、日程は変更することがありますので、
傍聴を希望される場合や本会議の生中継をご
覧になる場合は、お手数ですが議会事務局まで
日時をお問い合わせください。

市議会ホームページ

よりよい紙面とするため、議会だよりに関
する皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

６月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局 〒642-8501 海南市南赤坂１１番地

ホームページQRコード FaｃeｂooｋＱＲコード
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当
初
予
算

議
案

議
案
・
補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

意
見
交
換
会

■
教
育
厚
生
委
員
会

３
月
10
日
に
第
三
中
学
校
の
部

活
動
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問

生
徒
数
が
非
常
に
減
っ
て
い

る
中
で
、
例
え
ば
、
紀
美
野

町
と
連
携
し
て
部
活
動
を
行
っ
て

い
く
等
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

今
現
在
、
紀
美
野

町
と
は
連
携
で
き

て
い
な
い
が
、
海
草
地

方
と
い
う
大
き
な
枠
組

み
を
考
え
る
中
で
、
将

来
的
に
部
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問

平
日
の
部
活
動
は
、

何
時
ぐ
ら
い
ま
で

行
う
の
か
。

答

平
日
の
練
習
は
、

２
時
間
程
度
と
い

う
こ
と
で
統
一
し
て
い

海
南
市
・
紀
美
野
町
の

全
議
員
で
構
成
す
る
海

南
・
海
草
議
会
議
員
連
絡

協
議
会
で
は
、「
海
南
・

海
草
地
域
の
活
性
化
と
地

域
づ
く
り
」
を
運
動
目
標

に
掲
げ
、
広
域
的
な
課
題

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
う
べ
く
活
動
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
具
体
的

な
取
り
組
み
の一環
と
し
て

「
空
き
家
対
策
」
に
つ
い

て
２
月
２
日
に
和
歌
山
県 

県
土
整
備
部 

都
市
住
宅

局　
建
築
住
宅
課
の
職
員

を
講
師
に
招
き
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

る
。
大
会
前
な
ど
、
時
期
に
よ
っ

て
は
、
時
間
を
少
し
延
ば
す
場
合

も
あ
る
が
、
生
徒
に
負
担
の
な
い

よ
う
な
形
で
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

所 

管 

事 

務 

調 

査

市立第三中学校

海南市役所  第1委員会室

会
開
催

修
研

海
南 

・ 

海
草
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
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議員研修会を開催しました
２月３日、著述業・元衆議院法制局参

事の吉田利宏氏をお招きして、「海南市
議会基本条例を活かす」というテーマで
研修会を実施しました。

研修では、他の自治体の先進的な事例
を交えながら、議会や議員がどのように
取り組んでいくべきか解説していただき
ました。今後の活動の充実強化に役立て
たいと考えます。

鈴木屋敷が完成
「鈴木姓」発祥の地とされる藤白神社境内の鈴木屋敷の復元工事が終わり、３月30日、完成を

祝う竣工式典が海南保健福祉センターで行われました。
式典には全国の「鈴木さん」らが駆けつけ、藤白獅子舞の演技披露、来賓祝辞、能楽など盛りだ

くさんの日程で行われました。

鈴木屋敷復元の会 神出会長 祝辞

近畿市議会議長会からの要望事項について
４月13日に開催された令和５年第88回近畿

市議会議長会定期総会において、本市議会から
提出した「水道施設更新・改良に関する国庫補
助制度等の拡充と創設について」が、全会一致
で採択されました。

このあと、６月に開催される全国市議会議長
会定期総会において、部会提出議案として審議
され関係省庁への要望事項が決定します。

中家議長の提案説明（シティプラザ大阪）

海南市役所　第１委員会室

復元された鈴木屋敷


